
2014年6月、フィリピンルソン島西部カステリヤホス村のバライバイ小学校で、
学校給食プログラムが始まりました。ピナツボ山噴火被災者が再定住したこの
地区は、周辺コミュニティーから地理的に離れていることもあり、経済活動が
停滞しています。TABLE FOR TWOでは、栄養失調と診断されたバライバイ小学
校の115名の子ども達に学校給食を提供しています。調理や配膳は子ども達の
母親が交代で担っており、地域社会の雇用創出にもつながっています。

これまでに集まったご寄付

2,976万3,703食
（2014年10月末時点）

TABLE FOR TWO代表より

日頃からTFTプログラムへご参加いた

だき、ありがとうございます。今年か

らフィリピンで新たに学校給食プログ

ラムが始まりました。給食が始まる前、

昼食は持参できる子だけが食べており、

持参できない子は、お腹をすかせたま

ま午後の授業を受けていました。学校

給食は、子ども達のお腹を満たし、勉

強するエネルギーを生み出しています。

TABLE FOR TWOは開発途上国の飢餓と先進国の肥満や生活習慣病の解消に同時に取り組む、日本発の社会貢献運動です。

（フィリピンカステリヤホス村のバライバイ小学校）

ィリピンカステリヤホス村

新たな支援先で栄養満点の給食を

米と野菜や肉を使ったおかず、フルーツ、
ココナッツジュースを添えた栄養満点の
給食を提供しています。 6月には、栄養失
調と診断された子どもは115名いましたが、
10月には53名にまで改善しました。

バライバイ小学校では学校菜園プログラム
も実施しており、月に2回、高学年の生徒
と母親を対象に野菜の育て方を教えていま
す。家庭で野菜を育てるきっかけになるこ
とを目指しています。

学校菜園が学びの場に
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フィリピン共和国
■首都：マニラ

■言語：フィリピン語、英語

大平洋に浮かぶ7107の島々か
らなる自然豊かな国。歴史的背
景から、アメリカ、ヨーロッパ
の文化が色濃く残り、アジアの
中では唯一のカトリック教国。
経済は比較的順調に成長してい
るものの、1日2ドル未満で暮
らす貧困層は国民全体の約4割
を占めているとの推定データも
あり、アジアの中でも比較的貧
しい国と言われています。

健康状態の改善


